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ギンヤンマ           サナエトンボ複眼  シオカラトンボの顔 

トンボの
かお

顔は、みな
おな

同じなの 

●トンボの
かお

顔のつくりは、みな
おな

同じ 

 トンボは、いろいろな
な か ま

仲間（
か

科）と
しゅるい

種類（
しゅ

種）がいます。
しゅるい

種類によって、
からだ

体の
おお

大きさや

どう
たい

体の
ふと

太さも、ちがってきます。でも、
かお

顔は、どれも
おな

同じように
み

見えますね。 

 トンボの
かお

顔は、
おお

大きな二つの
ふくがん

複眼（たくさんの
め

目が
あつ

集まって、一つの
め

目を
つく

作っている）と、

その
あいだ

間に３
こ

個の
ちい

小さな
たんがん

単眼があり、
ふくがん

複眼の
あいだ

間から、
みじか

短い
しょっかく

触角が
で

出ていて、
かお

顔の
した

下の
ぶ ぶ ん

部分

は、がっしりした
うわ

上くちびると、
した

下くちびるです。 

●トンボの
とくちょう

特徴は
ふくがん

複眼  

 トンボの
たんがん

単眼は、
あか

明るさ
くら

暗さを
かん

感じるものと
かんが

考えられています。
ふくがん

複眼は、トンボの
しゅるい

種類に

よって、１
まん

万～２
まん

万８０００
こ

個もの
ちい

小さい
め

目が
あつ

集まって、１つの
ふくがん

複眼を
つく

作っていて、この１
こ

個の
ちい

小さい
め

目が、それぞれ
もの

物の
い ち ぶ

一部を
み

見ています。それぞれの
め

目が
み

見ている
もの

物が、
のう

脳で
ぜんたい

全体

の
かたち

形にまとめられるといわれています。トンボは、この
おお

大きな、
い ち ど

一度に
ひろ

広い
は ん い

範囲を
み

見るこ

とができる
ふくがん

複眼で
え

獲
もの

物を
み

見つけ、すごい
はや

速さで
と

飛びながら
え

獲
もの

物の
むし

虫をとらえます。そして、

がっちりしたあごで
た

食べるのです。 

 トンボの
かお

顔をよく
み

見ると、
な か ま

仲間（
か

科）によって、この二つの
ふくがん

複眼の
おお

大きさや
なら

並び
かた

方、ひた

いの
ぶ ぶ ん

部分の
ひろ

広さなどに、ちがいがあります。（監修・中山 周平） 

 

 

 

 複眼がくっついている    複眼がはなれている 

オニヤンマ           カワトンボ 触角 

 単眼 


